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最近シリコンフォトニクスおよびその量子光学応用の研究が精力
的に進められてきています。いずれの応用に対しても、高効率な
発光デバイスをシリコン基板上で実現するためには、良質な光学
利得単結晶膜をシリコン基板上に成長する必要があります。

通信波長帯での発光材料の開発を目指してエルビウム（Er)が究極
的に高濃度に添加された酸化エルビウム（Er2O3)をＳｉ基板上に
MBE法で結晶成長し、その構造および発光特性を評価しました。
希土類イオン(Er3+)を添加した新しい光利得新材料の開発は、シリ
コン基板上で通信波長帯で高効率でシャープに光るLED、レー

ザー、光アンプの実現、さらに量子光学デバイスの実現に向けて非
常に重要なブレークスルーとなります。
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